
嶺南地域共創センター

ニュースレター

敦賀キャンパス「嶺南地域共創センター」

絶えず変化・複雑化する地域の課題に対し、知の拠点である地方大学、地域ニーズを

把握している地方自治体、出口となる企業がそれぞれの立場のみで課題解決やイノ

ベーションを創出することは限界にきています。

このような中、福井大学では、地域社会の中で多様な人や組織が共に新しい価値を創

りだすこと、すなわち社会共創の実現を目指し、地域と大学が共に当事者としての視点

健康のまちづくりアカデミー

in高浜町

全国各地、そして、高浜町に必要と考えれる健康に長

けた人材を、効率的に育成するための通年制のセミ

ナー「健康のまちづくりアカデミーin高浜町」（事務局；福

井大学医学部地域プライマリ講座）の第6期生が、3月4

日、イベント実習を終え、5日、最終報告会を行いました。

2月28日、3月１日、本学若手職員で構成する「事務局企画力

向上プロジェクト」によるインバウンド観光振興にむけた文化観

光等の体験イベントプログラムを熊川宿でを実施しました。当日

は、メキシコ、ベトナム、ミャンマー、中国、台湾からの留学生6

名を含む8名の学生が参加しました。

3月17日、地域住民への聞き取りや、古民家を改造したシェア

オフィス（協力；株式会社デキタ）での、かまど調理体験や宿泊を

通じて熊川宿を訪れる外国人観光客の利便性向上に向けた観光

サービスのプランの提案を行いました。協力企業や自治体、地域

住民らの前での報告を終えた参加学生は「専門を活かせて達成

感がある」（（張岫川さん・院1年）、「地域を仲介する必要性を実感

した」（野澤楓・国地4年）、「グループでアイデアを出す魅力が分

かった」（来嶋あゆみ・国地4年）と述べています。企画した職員は

「学生の参加を通じて熊川宿や嶺南地域への関心や、地域への

定着を企図した」（川岸拓弥・経営戦略課）、「他のプログラムへの

モデルケースになった」（豊嶋早希・経営戦略課、太田彩佳・国際

課）と期待を込めて、活動を締めくくっています。

敦賀と小浜に、新たな教育・研究の活動の拠点！

熊川宿で文化観光体験

【発行・取材】 福井大学地域創生推進本部附属嶺南地域共創センター 嘉瀬井 恵子

【敦賀サイト】〒914-0055 福井県敦賀市鉄輪町1－3－33 福井大学附属国際原子力工学研究所内

【小浜サイト】〒917‐0069 福井県小浜市小浜白鬚112 白鬚業務棟3階

地域と共に創る、福井大学の「地域共創」

野瀬豊高浜町長より「健康のまちづ
くりアカデミープロバイダー認定証」
を授与される教育学部4年橘さん

「かまどの火起こし体
験をする参加学生」

6回目となる今回は、全国から8名の受講生が参集、理

論学習と地域での実践学習に挑みました。

1年間の活動修了後、「健康のまちづくりアカデミープ

ロバイダー」に認定された教育学部4年の橘真弥さんは、

「金銭的利益以外の豊かさが、社会に求められているこ

とを学んだ」との感想を述べています。

「ベトナムから最終報告
会に参加する様子」

を持ち、オープンな関係のもとで共に課題に向き合い、イノベーションを創出していく地域創生に資する社会共創教育を、嶺南

地域で実装していく道しるべとして、令和４年４月、ステークホルダーと協働し、全学が一丸となって嶺南地域の課題に取組むプ

ロジェクトを立ち上げました。地域振興を進める拠点として、敦賀キャンパス内に「嶺南地域共創センター」、通称「敦賀サイト」を

開設しました。また、令和5年1月16日には、小浜市白鬚に「小浜サイト」を開設しました。

今後、嶺南地域における教育、研究事業、地域振興活動の拠点として、「敦賀サイト」「小浜サイト」を是非、活用下さい。

令和5年3月20日（月）
毎月一回発行vol.1

活動 活動

福井大学
地域創生推進本部附属
嶺南地域共創センター

「最終報告会の様子」

3月4日～5日 イベント実習・最終報告会開催

来年度の第7

期生による活動

も、本紙面で掲

載予定です。

是非、ご期待

下さい。
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